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『ゴールデンカムイ』でお馴染み、最強の北鎮部隊 

終戦時、スターリンは国後島以南の島嶼部ばかりか「北海道の北半分」（釧
路－留萌の以北）の領有まで要求していた。最終的にトルーマン大統領はこれ

を退けたが、それはソビエト軍の侵攻を「北鎮」部隊が樺太と千島で食い止め
たから可能となった。占守島（千島列島東端）の戦いが北海道の分断を救っ
た、と言われる所以である。 

――佐藤卓己氏、日本経済新聞 10 月 9 日 
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「最強」師団はいかに戦い、そして負けたのか 

大東亜共栄圏から東南アジア進出にいたるまで日本の対外認識を大き

く形作ってきたのは、「南進」論であるといわれる。しかし、果たして、それは

正しい理解なのだろうか？ これが本書の問題関心である。第七師団が

札幌の月寒に創設された。この師団は鎮台からの繰り上げではない、全

く新しい危機に対応したものであった。いうまでもなくロシア（ソ連）の脅威への対応である。 
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